
石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の北面内石垣である。
高さは中央部で約3.7m、 全長は天端で約9.4mである。
勾配は90度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げられている。
石材は九みのあるものが多く見られる。規模は概ね40～50cm程度の標準的なものが用いられているが、
大ぶりなものも用いられている。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石は見られない。
刻印は右隅角5石 日の2石左側の石材にO・ ×が見られる。

破
損
状
況

・問詰石のヌケが多く見られ、栗石が見えるほど深く抜けているところもある。
。現状では安定しているものの、変形を起こしやすい状態にある。

石
垣
の
変
遷

・生駒期から所在したと考えられる。
・門として機能していた時期は新郭造築期までである。
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石垣 査

石垣番号 1  5011 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (桝形) 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩
「士#‖|十ざ

転用石 径小
刻  印 径

小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
欠け
剥離

陥没 崩落 間詰の
ヌケ

その他
焼損等

軽微な
改変

損
態
破
状 期繊

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.55

築造時期 明治以降 改修 基底都

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 短い石垣のため中央高・中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の西面内石垣である。
高さは中央部で約1.4m、 全長は天端で約1.5mで ある。
勾配は87度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。左隅角は割石を用いて積み上げられている。右隅角は

入隅である。
石材は方形で、規模は小ぶりのものが用いられている。
左隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると、配5010石垣が東へ延びるように描かれており、明治以降に築造された石
垣と考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高 城 石 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (桝形 ) 石積工法 乱積、谷積、布積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花蘭岩

転用石 征 刻  印 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ラヽミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状 期徹

危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

20。 16
0,78/20.5
5

築造時期 生駒期・明治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A.ズ レ出し
B 鶴詰石のヌケ
C_小長形石材使用
D,谷積
E 石材、間詰石の詰め方が納つている。 (血50,3と 同じ詰め方)
※布積、乱積、谷積と二法バラバラ。後世の金面的な改犠か?

備 考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の北面内石垣である。
高さは中央部で約1.3m、 全長は天端で約20.2mであるが、左端の基底部は約0,8m東へ延びており、本来
はもつと長い石垣であった可能性が高い。
勾配は87度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の割石を用いた乱積であるが、谷積や布積も見られる。両隅角とも割石を用いて積
み上げられている。
石材は方形で、規模は小ぶりのものが多く用いられている。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、蕨I印は見られない。

破
損
状
況

石垣上部に石材のズレが見られる。
中段部に石材のフレが見られる。
問詰石のヌケが見られるが、概ね安定している。

石
垣
の
変
遷

・『旧高松御城全図』によると配5010石垣が東へ延びるように描かれており、明治以降にやや北側へ移動
した可能性が考えられる。

日 llVの付悟 t滞 況 | 日数 の 1面欄 I 石材影環 二冦 廉 ■の基 4事由
左隅角中段から天端に至
る 容 形 日 納

谷影 中イロII 縣 井 方形 割 石 丸 み ほぼ同規模 J石舌Iズ 左隅角部の積み直し

か築造時のもの谷形外側 材 酪 碧 方形 割 石 前`み 割 石 詞 繕

笠石下の目地 卜方 権脇岩 方形割石角張る 上方石材 がや
やノIヽ jてまり

到石 布 橋 笠石の積み上げ

下 芳 花 餡 方形割石角張る 釧石布精

石垣中央部笠石から下方
の 公 形 の 日 tlL

トナ 簡 井 方形割石角張る ほぼ同規模 釧石谷 繕 谷形部の積み直し

下 方 絃 需 井 方形 害‖石 角 張 る 割 石 剖 繕

目
地
の
状
況
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史跡 城跡 石 査

石垣番号 5013 地区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石        1石 垣位置

石垣部位 内 (桝形 ) 石積工法 乱積

方  位 東 角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 4E 刻  印 鉦

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1崩落曜議?脹鍵 篭Q摯‖罐 1智 1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

23 66 23 74 0.7

築造時期 生駒期・明治以降 改修 基底部

修  理 文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

石材の形状、間詰石の積め方が揃つている

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の内石垣の東面の上留石垣である。
高さは中央部で約0.7m、 全長は天端で約23.7mである。
勾配は77度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。右隅角は割石を用いて積み上げられている。左隅角は
地盤にすり付けである。
石材は方形の他、多角形や丸みのある形状の石材を組み合わせて丁寧に積んでいる。規模は標準的なも
のとやや大ぶりのものが多く用いられている。
右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・生駒期から所在したと考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 5014 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 雁木 石積工法

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征 刻  印 銀
＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑P

その他
焼損等 篭鯵争‖罐 1翼纂軍1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.36

築造時期 松平初期 。新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

踏面幅約30～40oB

※加工度のにい石材が多くみられる

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置
■
規
模
等

:筆誘縫橿籍騨縁ぴ榊
軋る勝である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を―用いた雁木|で、扇平に石材を1列に数個並べて雁木を作つている。

箸密憲毎霧豚曳数赤峨客であぉ次 鎧模はやや大ぶりのものが分ゝ
転用石●刻印は見られない.。
目地は見られない。

一破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態|である。

石
垣
の
変
遷

・『高松競下図屏風』に1緒かれておらず、『旧高松御城全図』に描かれていることから、生駒理にはな
かつたと考えられる。
・
選鍵 費奮融 肝

よると、新郵造築期1こ桜ノ馬場も鼓変されてヤヽることから、新郭造築期め雁木の寸能

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 5015 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 野面石 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法 舌L積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 すりつけ
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 純
＾

クJ  F「 征
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜蕩P

他
等
の
損
そ
焼 略賜争‖罐 1髭象写1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.75 0

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 すり付け、雁木脇 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南西部の内石垣の上塁へ上る雁木の東側側壁である。
高さは下段で約0.5mで、全長は天端で約2.8mである。
勾配は89度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の野面石を用いた乱積である。左端部に3石 と他1石が残るだけである。
石材は不定形のものが多く、規模は小ぶりなものが多い。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』に描かれておらず、『旧高松御城全図』に描かれていることから、生駒期にはな
かつたと考えられる。
『小神野夜話』によると、新郭造築期に桜ノ馬場も改変されていることから、新郭造築期の石垣の可
能性が考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 乱積、布積

方 位 角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならなし

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
ヽ

蕨J F「 征
〔

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 崩落1曜議?

その他
焼損等

期
破

損
態
破
状

鞭
賊 危険度

s123 a2  1   b3 C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

36 69

築造時期 松平初期 。新郭造築期・明治以降 改修 有 基底都

修  理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

A うすいハラミ
B 切石

:病

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場南部の北面内石垣である。
・高さは中央部で約0,8m、 全長は天端で約36.7mである。
・勾配は88度と急である。

・石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積であるが、布積も見られる。右隅角は割石を用いて積み上げら

れている。左隅角は入隅である。
・石材は方形のものが多く見られる。規模はやや大ぶりのものが多い。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

ハラミが見られるが、概ね良好な状態である。

・『高松城下図屏風』に描かれていないことから、生駒期にはなかつたと考えられ、『小神野夜話』によ

ると新郭造築期に桜ノ馬場も改変されていることから、新郭造築期に築造された可能性が考えられる。
・『旧高松御城全図』によると血5016～配5018石垣まで一連の石垣として描かれていることから、明治以

降に積み直しがあつたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目地 の位置、状況 日 41分面 電 I 芭森 鶏 石 材 1彰鍛 静 輻 !緒 籍 及 可 目1414の 萎 生 事 由

中央やや左より7石分の
結 日 IIb

上 方 材購井 却1石 れ 張 る ほぼ同規模 勤I奉希 繕 布積

下 芳 滞 需 ■ ‖石 名 帳 る 割石布繕

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 内 (多聞塀台) 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花聞岩

転用石 鉦
小

刻  印 4E

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥

没 崩落
1聰議?隆 盤 稔鯵挙1罐 1髭象軍1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.22 0.75

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

切石布積、後世のもの

備  考 短い石垣のため中央高・中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場南部の西面内石垣である。
・高さは約0.8m、 全長は天端で約1,2mである。
・勾配は88度 と急である。

・石の積み方は花闇岩の切石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上―げられている。右隅角は

入隅である。
・石材は方形で、規模は標準的なものではぼ揃っている。
・左隅角は算木積になっていない。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。

・『旧高松御城全図』によると血5016～血5018石垣まで一連の石垣として描かれていることから、明治以
降に築造されたと考えられる。

石垣全面の横目地

目
地
の
状
況
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石

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞櫓台) 石積工法 谷積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
ヽ

亥I Eロ 征

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

萩 ケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

50.03 50 03

築造時期 松平初期・新郭造築期・明治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

天端石ズレ4石 (左側)
中央石ズレ1石 (右側)
右角天端ズレ

※切石の全面谷積。後世のもの。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の北面内石垣である。
高さは中央都で約0。 9m、 全長は天端で約50mで ある。
勾配は82度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた谷積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

,ズレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』に描かれていないことから、生駒期にはなかったと考えられ、『小神野夜話』によ
ると新郭造築期に桜ノ馬場も改変されていることから、新郭造築期に築造された可能性が考えられる。

『旧高松御城全図』によると比5016～血5018石垣まで一連の石垣として描かれていることから、明治以
降に積み直しがあつたと考えられる。

右隅角天端か ら下部に至
ム日tIII

岸 IEll 語 井 ケ角 形切 石 ほぼ同規模 切石 谷緒 異なった石積工法

右rll 材 臨 岩 角 形 切 石 明石 布繕

石隅角部の横目地 右隅角部 花南岩 多角形切石 同規模 切石布積 布積

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 査石垣

石垣番号 5019 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 内(多聞塀台) 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花筒岩

転用石 征
＾

刻  印 鶴

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1配議P

他
等
の
損
そ
焼 篭α李‖罐 1響 1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 松平初期 。新郭造築期 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間詰石のヌケ

備  考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の東面内石垣である。
高さは約0,9m、 全長は天端で約2.2mである。
勾配は82度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積である。左隅角部分1石のみ割石が用いられている。右隅角は
切石を用いて積み上げられている。左隅胸は入隅である。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
`間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。『高松城下図屏風』に描かれていないことから、生駒期にはなかったと考えられ、『小神野夜話』によ
ると新郭造築期に桜ノ馬場も改変されていることから、新郭造集期に築造された可能性が考えられる。
・切石部分は、明治以降の積み直しが考えられる。
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史跡高 城跡 石 査

石垣番号 5020 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 内 (多聞塀台) 石積工法 舌L積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花高岩

転用石 aE 刻  印 征
小

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1罹蒻P

他
等
の
損
そ
焼 篭賜争‖罐 1莱象寧1危険度

C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

19.75 19.91 0.96 0.65 -1

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

他
１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

A.間結石のヌケ
B.ズレ
C.欠け
D.桜石使い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の北面内石垣である。
高さは中央部で約1.Om、 全長は天端で約19.8mで ある。
勾配は89度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。左隅角は割石を用いて積み上げられている。右隅角は

入隅である。
石材はやや扁平な方形で角張つているものが多く、規模は大ぶりのものが多い。
左隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

。間詰石のヌケが多く見られる。
・天端石に欠損やズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』に描かれていないことから、生駒期にはなかったと考えられ、『小神野夜話』によ
ると新郭造築期に桜ノ馬場も改変されていることから、新郭造築期に築造された可能性が考えられる。

自飢 の位置 、状況 日地の W4Hlll 石渤併場藍お自ト ー電 絨 研″転臣 | !な赫 緯穂 藉 み 方 百JVの 率 4事 由
左中間に中段から右下が
nι
「
下 獣 Jr至 ス 日 糀

L芳 権脇岩 割石角張 る ほぼ同規模 釦1石布 繕 布積

下芳 花 簡井 割石角 張 る 勤I所布 繕

目
地
の
状
況
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石垣番号 5021 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 乱積

中  猟

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
ヽ

亥l F日 鉦
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1理蔑P

他
等
の
損
そ
焼 託賜争‖罐 1留 1危険度

良好 a3  1  b3  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

と,5 14

築造時期 松平初期
。新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

問詰石のヌケ

備  考 短い石垣のため中央高・中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の東面内石垣である。
高さは約 1.3m、 全長は天端で約1.5mで ある。
勾配は83度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。右隅角は割石を用いて積み上げられている。左隅角は
入隅である。
石材は方形や、やや扁平なもので、規模はやや大ぶりなものが多い。
右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

。間詰石のヌケは見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『高松城下図屏風』に描かれていないことから、生駒期にはなかつたと考えられ、『小神野夜話』によ
ると新郭造築期に桜ノ馬場も改変されていることから、新郭造築期に築造された可能性が考えられる。

目
地
の
状
況
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城跡 石垣
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内(多聞塀台) 石積工法 乱積、谷積 (一部)

中  製

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 鉦
小

刻  印 無

況
　
因

鰍
と
腰

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状 期絨

危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

21.2/0,7 21.22 1.57 1.59/0.15 -1

築造時期 松平初期 `新郭造築期・賜治以降 改修 有 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

目地より左側積み直し
谷積
ズレ出し

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の北面内石垣である。
高さは約1.6m、 全長は約21.9mである。
勾配は86度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花南岩の割石を用いた乱積であるが、左隅角近くに谷積が見られる。両隅角とも入隅であ

る。
石材は方形や、やや扁平なものが見られ、規模はやや大ぶりのものが多い。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

中段部にズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』に描かれていないことから、生駒期にはなかったと考えられ、『小神野夜話』によ
ると新郭造築期に桜ノ馬場も改変されていることから、新郭造築期に築造された可能性が考えられる。

『旧高松御城全図』によると、左半に雁木が描かれており、左隅角付近の谷積部分は明治以降の積み直
しが考えられる。
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史跡高 城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石        1石 垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積 工法 布積

中  狼

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花開岩

転用石 毎
ヽ

刻 印 鉦
心

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没

1崩
落
1曜議?隆 盤

損
態
破
状鞭嬢
巽纂寧1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0 95

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
昭和40～42年 (全面修理?)『重要文化財高松城
旧東之丸艮福移築修理工事報告書』 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

見えない tHA―

備 考 短い石垣のため中央高 。中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の西面内石垣である。
高さは約 1.6m、 全長は天端で約0,9mである。
勾配は86度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の切石を用いた布積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は

入隅である。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれておらず、明治以降に築造されたと考えられる。
・昭和40～42年の艮櫓移築に際して、太鼓櫓台が拡張されており、本石垣も移動していると考えられる。

目
地
の
状
況
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石垣番号 5024 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞塀台) 石積工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花蘭岩

転用石 鉦
ハ

蕨J F「 征
＾

況
　
因

鰍
と
搬

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等

軽微な
改変

損
態
破
状 期破

危lla度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

1.53

築造時期 新郭造築期・明治以降 改修 基底部

修 理
昭和40～42年 (全面修理?)『重要文化財高松城
旧東之丸艮福移築修理工事報告書』 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

・【一】ｕ掛〔【鰤
り

備  考 短い石垣のため中央高 。中央勾配計測省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項 目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南部の北面内石垣である。
高さは約 1.6m、 全長は天端で約2.Omである。
勾配は86度 と急である。

積
み
方
石
材
等

。石の積み方は花闇岩の切石を用いた布積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は
入隅である。全面にノミ仕上げが見られる加工精度の高い石材で積み上げられている。
・石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃っている。
・右隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。
・ 目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれておらず、明治以降に築造されたと考えられる。
・昭和40～ 42年の艮櫓移築に際して、太鼓櫓台が拡張されており、本石垣も移動していると考えられる。

目
地
の
状
況
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跡高松城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 内 (櫓台) 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切 石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓櫓 石材 花闘岩

転用石 征
＾

亥1 印 鉦
ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落曜説?隆鰈 篭勉争‖罐 1髭象写1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

11.23 6.92/5.05 3.89 3.8/2.19 1.3/0.13 69/82 74/82

築造時期 新郭造築期・明治以降 改修 基底都 地山 (現在はコンクリー ト)

修 理
昭和40～42年 (全面修理)『重要文化財高松城旧
東之丸艮櫓移築修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査
『重要文化財高松城旧東之丸艮櫓移築修理工事
報告書』

その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

※昭和40～ 42年の長構移築に伴うもの

備  考 調査年月 日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場南東部の旧太鼓櫓台西面内石垣である。
・高さは中央部で約3.8m、 全長は天端で約11.2mである。
・勾配は73度とやや緩やかである。

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。ノミ仕
上げの見られる加工精度の高い石材で積み上げられているc
・石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・石垣中央上部にフレが見られるが、概ね良好な状態である。

・『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に集造されたと考えられる。
・昭和42年の艮櫓移築に際して、石垣全体を約lm前面に積み直している。
・修理に際して根石部分はコンクリートで補強している。

石
垣
の
変
遷

-565-



史跡高 城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石、割石 石垣位置

石垣都位 内 (櫓台) 石積工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切 石 葵

≦
右隅角 出

その他
特記

上部構造物 太鼓櫓 石材 花闘岩

転用石 銀
ヽ

刻  印 征
小

況
　
因

鍬
と
理

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 1崩落1叩

他
等
の
損
そ
焼 篭危争‖罐 1響 1危険度

良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右

と 5,75

築造時期 明治以降 改修 基底部 地山(現在はコンクリー ト)

修 理
昭和40～42年 (全面修理)『重要文化財高松城旧
東之丸艮権移築修理工事報告書』

文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 『
重要文化財高松城I日東之丸艮櫓移築修理工事
報告書』

その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

ラインより右側構移業 (昭和40～ 42年)に伴う積み直し笛所

備  考 右端勾配 。中央勾配計測不可 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南東部の旧太鼓櫓台北面内石垣である。中央の雁木で左右に区分される。
高さは左側で約 1.5m、 右側で約4.Omである。全長は天端で約9,5mである。
勾配は左側で86度、右側で83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は右半は花蘭岩の切石を用いた布積であるが、左半は割石を用いた布積である。ノミ仕上げ
が見られるカロエ精度の高い石材で積み上げられている。
石材は方形で、規模は標準的なものが多いが、左半ではやや小ぶりなものも多い。
両隅角とも完成度の高い算本積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。
昭和42年の艮櫓移築に際して、石垣全体を約lm前面に積み直している。
修理に際して根石部分はコンクリートで補強している。

目JIの位 置と状況 目 地 の 商 刺 祥材 筵 理 若 紡 彰 渋 石 材 餌 種 繕 み 方
. j誹拍|め跡朝監1筆由

石垣全面の横 目地 全面 花蘭岩 方形切石 ほぼ同規模 切石布積 布積

目
地
の
状
況
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史跡高松城跡 石垣勃
石垣番号 1  5027 地区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

1中 璃
~師

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花蘭岩

転用石 征ハ
刻  印 径

＾

況
　
因

鰍
と
理

破
　
破

良好 久損 ズ レ ハラミ フ レ
欠け
剥離

陥没 崩落 間詰の
スケ

その他
焼損等閣 雁

影響の

程度
危険度

良好 b2 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
昭TIH40～ 42年 (全面新設)『重要文化婢高松城旧

東之丸艮櫓移築修理工事報告書』
文献資料

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状
棒状の切石を積み上げる。側面は布積。
櫓移集に伴うもの。

備 考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

。本石垣は桜ノ馬場南東部の旧太鼓櫓台上に移築された艮梧へ入る石段である。
・段数は7段で、幅員は約1.4mで ある。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の切石を用いた石段で、
石材は直方体で、規格的である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

側面は布積である。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。昭和40～42年の艮櫓移築に際して、新設された石段である。

目
地
の
状
況
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高松城跡 石垣
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石、割石 石垣位置

石垣部位 内 (多聞櫓台) 石積工法 布積、乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 多聞櫓 石材 花闘岩

転用石 征
＾

刻  印 鉦
（

況
　
因

餓
と
擢

破
　
破

良好 久損 ズ レ ハラミ ワ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

双 歩

その他
焼損等 搬賊

損
態
破
状 翔継

危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端角配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右

左 0.36

築造時期 新郭造築期 改修 有 基底部

修 理
昭和40～42年 (全面修理)『重要文化財高松城旧
東之丸艮柊移築修理工事報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

植歳で見えないがⅢ2～ 3段の石垣

備  考 計測不可 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場南東部の多聞櫓台西面内石垣であり、石段によって左右に区分される。
左側は高さ約 1.lm、 全長は天端で約7.4mであるが、右側は計測不可能であつた。
勾配は78度 と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた布積であるが、天端のみ花蘭岩の切石を用いた布積である。両隅角
とも入隅である。ノミ仕上げの見られる加工精度の高い石材で積み上げられている。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

・『小神野夜話』等の記録から、新郭築造期に築造されたと考えられる。
・昭和40～42年の艮櫓移築に際して、右端が改変されている。

目
地
の
状
況
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石垣調査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

くヽ
、卜、、、ミミ゙｀
＼ く、
聰

石垣部位 石段 (後世のもの) 石積工法

方 位 西
角
石
（算
本
）

左

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花南岩

転用石 径
い

刻  印 征

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落曜説?隆鰈 篭α摯‖罐 1響 1危険度

良好 a3  1   b2  1   D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0.35

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理
昭和40～42年 (全面新設)『重要文化財高松城旧
東之丸艮椿移築修理工事報告書』

文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

長方形柱状の石を3石づつ積む。後世のものと患われる。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

・本石垣は桜ノ馬場南東部の櫓台へ取り付く石段である。
・段数は11段で、幅員約3.Omである。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた石段である。ノミ仕上げの見られる加工精度の高い石材で積み上げ
られている。
石材は直方体で、規格的である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

。昭和40～42年の艮櫓移築に際して、新設された石段である。

目
地
の
状
況
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史 城跡 石 査

石垣番号 5030 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
本
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓門 石材 花筒岩

転用石 径 刻  印 鶴
ヽ

況
　
因

緋
と
恕

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.85 0,89

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

他
１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

少々ズレ出し

※正面に比べると石材の加三度低い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の大鼓門台東面石垣である。
高さは中央部で約0。 9m、 全長は天端で約6,7mである。
勾配は38度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石と切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
両隅角とも完成度の低い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・石垣下部で小さなズレが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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聡城跡 石垣調査
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

鍵 1託鯵争‖罐 1巽象峯1危険度

石垣部位 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓開 石材 花闘岩

転用石 4L 刻  印 4E

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1理鹿P

良好 a3  1  bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.52

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

¬

そ
一

一

(数c14)

※全石ノミ跡あり

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場東部の大鼓門東側台の南面石垣である。
・高さは中央部で約1.8m、 全長は天端で約4.5mである。
・勾配は87度 と急である。

。石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。石材全面にノミ仕上げが見られる加工精度の高い切石

を幾何学模様になるようにモザイク状に組み込み、合端が噛み合った完成度の高い石垣である。両隅角

とも切石を用いて積み上げられている。
・石材は多角形のものが多く、規模は大小混在する。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。

・『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。
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y 査

石垣番号 5032 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

ソ リ

上部構造物 太鼓門 石材 花闘岩

転用石 純
小

刻  印 鉦

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間話の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状
影響の

程度
危険度

良好 s23 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.02

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

B 間詰石のスケが見られる
※のみ打ち仕上げ
矢穴の石材8石あり

A 画に出入りあり

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

・本石垣は桜ノ馬場東部の太鼓門東側台の西面石垣である。
・高さは中央部で約4.lm、 全長は天端で約6.8mである。
・勾配は85度 とやや急である。

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。石材の

表面にノミ仕上げが見られる。
・石材は方形で、規模は大小混在する。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

。中央部に問詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に集造されたと考えられる。
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石垣調査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 多聞櫓、太鼓門 石材 花闇岩

転用石 雀
ハ

亥J FΠ 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変

損
態
破
状 期破

危険度

有 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 ∠こ男需ウ]西己 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右 9.29

左

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状 A モルタルロ地
B 後ろへ少し倒れる
その下の石少し前ヘズレる

※全面ノミ

備 考 短い石垣のため中央高・右端高省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場東部の太鼓門東側台の北面石垣である。
・高さは門台部分で約4.Om、 多聞櫓台部分で約1.2mで ある。
・勾配は82度 と平均的である。

全長は天端で約11,2mで ある。

・石の積み方は花聞岩の切石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。石材の

裏面には全面にノミ仕上げが見られる。
・石材は方形で、規模は大小混在する。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

石垣中央都中段に石材のズレが見られる。

・『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目地の位 置、状況 目4Fゐ 両櫛I 百ル桐重嚢 右材形状 若 所 線 !旗 繕 !みナ 目 4Vの 率 生 事 由

左隅角全面の横目地 左隅角部 柁開岩 方形切石 ほぼ同規模 切石布積 布積

目
地
の
状
況

“
揮

- 581 -



査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石        1石 垣位置

石垣部位 積士́日石積 工法

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切 石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 旭門、塀 石材 花向岩

転用石 鉦
小

刻  印 鉦

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ
レ ハラミ |フ レ

欠け
剥離 腱 崩落|ツ

他
等
の
損
そ
焼

期
破

損
態
破
状

搬
賊 危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

5.5

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

モザイク状の石垣全面にノミ跡。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の旭門南側台の東面石垣である。
高さは中央部で約 1.6m、 全長は天端で約5,9mで ある。
勾配は85度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ加工精度は高い。
目地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせ
て、丁寧に積む完成度の高い石垣である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は入隅
である。
石材は多角形で、規模は大小混在する①
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

目 Illの 位 置 、 状 況 目 知 の 両 側 石 材 種 導 石材形状 石材規模 稽 み方 目地の発生事 由

石垣全面に意 匠性 のある
日l「 II

全 面 花南岩 多角形切石 大小混在 切石乱積 石垣面に幾何学模様

を表す

目
地
の
状
況

-583-



石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 御編
上部構造物 旭門、塀 石材 花闇岩

転用石 径 ウ」  F「 O

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜蔑?

その他
焼損等 篭胞ξ‖罐 1智 1危険度

良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

少々ズレる
全面ノミ仕上げ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場束部の旭門南側台の北面石垣である。
・高さは中央部で約1.6m、 全長は天端で約4.lmである。
・勾配は85度 とやや急である。

位
置

。
規
模
等

・石の積み方は花聞岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ加工精度は高い。日

地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせて、

丁寧に積む完成度の高い石垣である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。

・石材は多角形で、規模は大小混在する。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石は見られない。
・刻印は左隅角1石 目にOが見られるが、刻印かどうかは不明である。城内の他の刻印と比べ力日工が浅く
大きい。

積
み
方
石
材
等

石垣上部にズレが見られるが、概ね良好な状態である。

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

-585-



史跡 石

石垣番号 5036 地区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 叡
特
地
記

上部構造物 旭門、塀 石材 花蘭岩

転用石 征 刻  印 征

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ け
離
欠
剥 陥没 崩落曜議?隆鰈

損
態
破
状鞭賊
葵象軍1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

全面ノミ仕上げ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の旭門北側台の南面石垣である。
高さは中央部で約 1.6m、 全長は約4.lmである。
勾配は86度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ加工精度は高い。目

地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせて、

丁寧に積む完成度の高い石垣である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。
石材は多角形で、規模は大小混在する。
両隅角とも完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況

・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。
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石垣番号 5037 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

蕪こ:｀＼ヽェ＼.

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 旭門、塀 石材 花南岩

転用石 径
心

ラ」  F口 鉦
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 朧 1崩落1曜議?

他
等
の
損
そ
焼 篭賜争‖験窪1髭象軍1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

モザイク状の石垣全面にノミ跡。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の旭門北側台の東面石垣である。

高さは中央部で約 1.6m、 全長は天端で約5.5mで ある。
勾配は89度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花商岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ加工精度は高い。目

地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせて、

丁寧に積む完成度の高い石垣である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は入隅であ

る。
石材は多角形で、規模は大小混在する。
左隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。
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査

石垣番号 5038 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 旭F日 石材 花闘岩

転用石 鶴
心

刻  印 無

況
　
因

鰍
と
理

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 陥没 1崩落 1理蒻?

そ

焼

他
等
の
損 1咤亀李‖罐 1翼象峯1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.43/1,92 0,22/1.52

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

惨 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

全置ノミ仕上げ

備  考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場東部の旭門北側台の西面石垣である。
・高さは約1.5m、 全長は約1.9mで ある。
・勾配は88度 と急である。

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた布積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。石材の

表面には全面にノミ仕上げが見られる。
・石材は方形で、規模はやや大ぶりなものでほぼ揃つている。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・破損は見られず、良好な状態である。

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。
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石 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積 工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓御門 石材 花蘭岩

転用石 径＾
刻 印 征

ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

スケ

その他
焼損等

軽微な
改変

破損
状態 期絨

危険度

良好 b2 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.15 0.34 1.52

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

全固ノミ仕上げ。正面 (右)に比べるとやや雑な仕上げ。

備  考 短い石垣のため中央高省略、すり付け 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の旭門北側台の北面石垣である。
高さは右端で約 1.5m、 全長は天端で約2.2mである。
勾配は88度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花南岩の切石を用いた布積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は
地盤にすり付けである。石材の表面には全面にノミ仕上げが見られる。
石材は方形で、規模はやや大ぶりなものでほぼ揃つている。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史 城 石 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切 石 石垣位置

盤 1篭簸争‖罐 1巽纂拿1危険度

石垣部位 桝形 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 塀、埋門 石材 花闇岩

転用石 径 刻  印 鉦
＾

破損状況
と
破損要因

良好 1久損 |ズレ ハラミ |フ レ け
離
欠
剥 朧 1崩落1曜誘?

良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

右 1.77 2.22 3.57

左 21.99 17.83

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 l

その他
記述 2

破損現状

ノミ跡多い。モザイク状の石垣。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形南面石垣である。中央やや右寄りにトンネル状の開口部を持つ。

高さは中央部で約4.4m、 全長は天端で約23.8mである。
勾配は88度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ力日工精度は高い。日

地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせて、

丁寧に積む完成度の高い石垣である。両隅角とも入隅である。
石材は多角形で、規模は大小混在する。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

開口部を除 く石垣全面に
音

『

44の ム ふ 日 LIb
全面 花開岩 多角形切石 大小混在 切石乱積 大石の点在等形式的

模様を表す

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 算木にならな|

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 翌≧F弓 石材 花南岩

転用石 鉦
＾

亥J F「 銀
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

ヌケ

その他
焼損等圏

破損
状態
影響の

程度
危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.36

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他
２
の
述
そ
記

破損現状

表に比べて裏側の加工度は低い

備 考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形南面石垣の開口部の東面石垣である。
高さは左端で約3.Om、 全長は天端で約2,3mである。
勾配は89度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。左隅角は切石、右隅角は割石を用いて積み上げられて
ヤヽる。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
左隅角は完成度の高い算木積であるが、右隅角は算木積になつていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-597-



石垣調査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 桝形 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 入 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 塀 石材 花蘭岩

転用石 純
＾

刻  印 征
小

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥没 1崩落 1醍蔑?

他
等
の
損
そ
焼 篭鯵争‖罐 1髭象軍1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

モザイク状の石垣。全面にノミ跡。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形東面石垣である。旭門から入つて正面の石垣である。

高さは中央部で約4.3m、 全長は天端で約16.5mである。

勾配は83度 とやや急である。

積
み
方
石
材
等

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ加工精度は高い。目

地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせて、

丁寧に積む完成度の高い石垣である。両隅角とも入隅である。
・石材は多角形で、規模は大小混在する。
・右隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

日 縄 お 桁 縁 1拌 源 フ〒売オ署考ナμ「 11,い |フ尋おオ準協協霞予
`
!JI筋磁ゑ 青 itti艶の婆錮騨卦由|

石垣全面に意 匠性 のある

日 tIL

全面 花南岩 多角形切石 大小混在 切石乱積 大石の点在等形式的

模様を表す

目
地
の
状
況
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史 跡 石垣調査
石垣番号 地区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 布積

ヽ
コ　
＼

＼　
．＼
、

＼
ヽ
、

方 位
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 太鼓門 石材 花闘岩

転用石 征＾
刻  印 征

へ

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1曜彩P

他
等
の
損
そ
焼 寵娼摯‖罐 1響 1危険度

良好 a3 1 bl l D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.32

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

その他
記述 2

破損現状

大石材使用
ノミ跡あり。モザイク状の石垣。

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場東都の太鼓門西側台の北面石垣である。
・高さは中央部で約4.3m、 全長は天端で約4.5mである。
・勾配は83度 とやや急である。

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。左隅角は切石を用いて積み上げられている。右隅角は

入隅である。
・石材は多角形で、規模は大小混在する。
・左隅角は完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

・破損は見られず、良好な状態である。

・『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

石垣全面に意匠性のある

目
地
の
状
況
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石垣訂査

石垣番号 5044 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出 柳編
上部構造物 太鼓門 石材 花筒岩

転用石 征
ヽ

刻  印 径
〔

破損状況
と
破損要因

良好 久損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 1解 1嘲隆鰈鴇賜争‖罐 1髭象軍1危険度

s2   1 r123 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.05 4.25

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

間緒石のヌケ

OOθ
○

。

° O  O

※中央部焼損あり

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場東部の太鼓門西側台の東面石垣である。
・高さは中央部で約4.2m、 全長は天端で約6.8mである。
・勾配は85度 とやや急である。

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。両隅角とも切石を用いて積み上げられている。石材の

表面にノミ仕上げが見られる。
・石材は方形で、規模は大小混在する。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・中央部に凸凹が見られ、戦災による影響を受けていることも考えられる。

・『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

艶
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石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石        1石 垣位置

石垣部位 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 tJJ石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓門 石材 花蘭岩

転用石 純
小

刻 印 錘
（

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 1崩落1曜議?

その他
焼損等 戦争1罐 葵繁軍1危険度

a3  1   bl  l  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

10,29

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

わずかにズレ
※全面ノミ打仕上げ、モザイク状の石垣

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場東部の太鼓門西側台の南面石垣である。
・高さは中央部で約4.Om、 全長は天端で約9.5mである。
・勾配は85度 とやや急である。

・石の積み方は花南岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ加工精度は高い。目

地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせて、

丁寧に積む完成度の高い石垣である。両隅角とも切石によつて積み上げられている。
・石材は多角形で、規模は大小混在する。
・両隅角とも完成度の高い算木積である。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

・天端石にズレが見られるが、概ね良好な状態である。

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目
地
の
状
況
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石垣番号 地 区 桜の馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣都位 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 切石

角の形状

左隅角 出 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓門 石材 花闘岩

転用石 鉦 亥l F「 4E

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 腱 崩落1曜議?

他
等
の
損
そ
焼 覧握摯1罐 1智 1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4.12

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

惨 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

A 前ヘズレ出し
B ワレ
※全面ノミ跡、モザイク状の石垣

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日

-606-



石垣項目別カルテ

。本石垣は桜ノ馬場東部の太鼓門西側台の西面石垣である。
・高さは中央部で約4.2m、 全長は天端で約6.9mで ある。
・勾配は83度である。

・石の積み方は花蘭岩の切石を用いた乱積である。石材の表面にノミ仕上げが見られ加工精度は高い。目

地を生かして意匠的効果を出しており、様々な形状の切石を使用し、亀甲積状に合端を噛み合わせて、

丁寧に積む完成度の高い石垣である。両隅角とも切石によつて積み上げられている。
・石材は多角形で、規模は大小混在する。
・右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は入隅である。左隅角は完成度の高い算木積であ

る。
・転用石、刻印は見られない。

積
み
方
石
材
等

。天端石材にズレがみられるが、概ね良好な状態である。

,新郭築造当時のものと考えられる。

石垣全面に意匠性 のある
日tlb

全面 花南岩 多角形切石 大小混在 切石乱積 大石配置、天端の定
形等形式的模様

目
地
の
状
況

-607-



史 城跡 石垣
石垣番号 5047 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 石積工法 布積

方 位
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 太鼓門 石材 花闘岩

転用石 径 刻  印 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 腱 1崩藩1切

他
等
の
損
そ
焼

軽微な
改変 映握1髭象写1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状
全画ノミ跡

備  考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 12月 9日

-608-



石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の大鼓門西側台の北面石垣である。
高さは右端で約1.5m、 全長は天端で約4.6mである。
勾配は87度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の切石を用いた布積である。右隅角は切石を用いて積み上げられている。左隅角は

すり付けである。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況
・破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-609-



史

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 切石 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右

右隅角 入
その他
特記

上部構造物 石材 花蘭岩

転用石 4E 刻  印 径

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損  | 
ズレ
 |ハラ
ミ
| 
フレ

け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1罹励P

他
等
の
損
そ
焼

損
態
破
状鞭勉 智 1危険度

良好 D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

4 0.43 1 75 2.66

築造時期 新郭造築期 改修 基底部 地山 (現在はコンクリー ト)

修 理
昭和48年度 (全面修理)
『史跡高松城跡保存修理報告書』 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

他

１
の
述
そ
記

他

２
の
述
そ
記

破損現状

全面ノミ跡

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日

-610-



石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の南面内石垣である。
高さは右端で約2.7m、 全長は天端で約4.Omである。
勾配は88度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の切石を用いた乱積である。右隅角は入隅で、左隅角は地盤にすり付く。石材の表
面にはノミ仕上げが見られる。
石材は方形で、規模は標準的なものでほぼ揃つている。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

破損は見られず、良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に築造されたと考えられる。
昭和48年度に全面解体修理されている。
修理に際して根石部分はコンクリートにより補強されている。

目
地
の
状
況

-611-



石垣番号 5049 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 その他 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出 柳綿
上部構造物 石材 花前岩

転用石 征
お

刻  印 銀
＾

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズレ ハラミ |フ レ
欠け
剥離 陥

没
1崩
落
曜議?隆 鰈 嗚勉争‖罐 1莱象拿1危険度

C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角角配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

19.51 19.62 0.52 0.44 0.33

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料 『旧高松御城全図』

発掘調査
他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

全面的にズレ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日

-612-



石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形背面の西面土留石垣である。
高さは中央部で約0.4m、 全長は天端で約 19.5mで ある。
勾配は83度とやや急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の割石を用いた乱積である。全体的に石の向きも統一性がなく、やや乱雑な積み方
である。
石材は不定形で、規模も大小混在する。
両隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

。石材のズレが多く見られる。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれていないことから、明治以降に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-613-



石垣調査

石垣番号 5050 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闇岩

転用石 4L 刻  印 鉦
ヽ

況
　
因

鍬
と
搬

破
　
破

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落 1罠議?

その他
焼損等 1稔簸争‖罐 1巽象寧1危険度

tl lッ 3t a2  1  b3  1  C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0。 76

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

マツの本により欠損

備  考 調査年月日
平成16年12月 9日

-614-



石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形背面の北西面上留石垣である。
高さは中央部で約0。 3m、 全長は天端で約3.lmである。
勾配は81度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花闇岩の割石を用いた乱積である。全体的に石の向きも統一性がなく、やや乱雑な積み方
である。
石材は不定形で、規模も大小混在する。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

石材のズレが多く、また、松の木による欠損も見られる。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれていないことから、明治以降に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-615-



松城跡 石 査

石垣番号 5051 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 石積工法 乱積

方 位
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 径
小

刻  印 鶴
心

況
　
因

鰍
と
願

破
　
破

良好 欠損 ズ レ ハラミ ワ レ
欠け
剥離 陥没 崩落 間詰の

ま オ

他
等
の
損
そ
焼 鞭罐

損
態
破
状 効破

危険度

nl nl C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

築造時期 明治以降 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 他
査
の
調
そ
の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日

-616-



石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形背面の北面上留石垣である。
高さは中央部で約0,4m、 全長は天端で約15.6mで ある。
勾配は78度と平均的である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。全体的に石の向きも統一性がなく、やや乱雑な積み方
である。
石材は不定形で、規模も大小混在する。
両隅角とも算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況
・石材のズレが多く見られる。また、欠損も見られる。

石
垣
の
変
遷

・絵図には描かれていないことから、明治以降に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-617-



石垣調査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 布積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左 算木にならない

角の形状

左隅角 出 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征
小

刻  印 征
小

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没 1崩落1曜議?

その他
焼損等

損
態
破
状磯勉
葵泉軍1危険度

良好 a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角角配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.99

築造時期 新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

問給石のスケ

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日

-618-



石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の東面内石垣である。
高さは中央部で約2.6m、 全長は天端で約7.Omである。
勾配は87度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。左隅角はやや曲面的な積み方となつている。右隅角は
割石を用いて積み上げられている。
石材は方形で、規模もほぼ同一であるが、一部大ぶりの石材が見られる。石垣面が不揃いである。
両隅角とも算木積になつていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

破
損
状
況

。間詰石のヌケが見られるが、概ね良好な状態である。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-619-



跡 石垣V 査
石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣都位 石積工法 布積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 切石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 埋門 石材 花南岩

転用石 征
＾

亥」 Fロ 伍

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |ワ レ
け
離
欠
剥 腱 崩落1曜蒻?

その他
焼損等 秒 ‖映握1智 危険度

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

6.12 5,57 1.90/2 45

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修  理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

天端石に本の根がかぷる
本の根の影響で少々ズレ出し
間詰石少々ヌケ

※表 (右側)に比べて裏側は石材の加工度が低い

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日

-620-



石垣項目別カルテ

位
置

。
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東部の桝形南面石垣の開口部の西面石垣である。
高さは約3.Om～ 0.2mと変化する。全長は天端で約6.lmである。
勾配は90度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた布積である。左隅角は地盤にすり付く。桝形の背後ではやや乱雑な

積み方が見られるが、桝形に面する右隅角は切石を用いて積み上げられている。
石材はやや扁平の方形で、規模は大小混在する。
右隅角は完成度の高い算木積である。
転用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

破
損
状
況

。天端付近に成長した樹木の根による築石のズレが見られる。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況

-621-



史

石垣番号 5054 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右

右隅角 すりつけ
その他
特記

上部構造物 石材 花簡岩

転用石 径
ヽ

刻  印 無

破損状況
と
破損要因

良好 1欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ 欠け
剥離 朧 1崩落1曜訪P

その他
焼損等

損
態
破
状磯酸 葵象軍1窮険度
a2  1  b2  1  B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

0。 73/4.94

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

その他
記述 2

破損現状

天端石欠損
間諸石のヌケ

備  考 すり付け 調査年月日
平成16年12月 9日

-622-



「
石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場東北部の南面内石垣である。
高さは中央部で約1.9m、 全長は天端で約5.6mである。
勾配は83度と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花蘭岩の割石を用いた乱積である。

碧霧懸募珍冬(サ頭寝息準ゃ小ぶりのものが多い。
左隅角は完成度の低い算木積である。
務用石、刻印は見られない。
日地は見られない。

左隅角は割石を用いて積み上げられている。右隅角は

天端はやや扁平の石材が積ま―れている。

破
損
状
況

。左隅角上部の石材が久損している他、焼損を受けたと思われる石材が見られる。

石
垣
の
変
遷

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に築造されたと考えられる。

目
地
の
状
況
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史跡高 城跡 石 査

石垣番号 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

韻撃篭賜争1褒握1莱纂写1危険度

石垣部位 内 石積工法 乱積

方 位 西
角
石
（算
木
）

左 割石

角の形状

左隅角 出 右 割石

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 銀 刻  印 径
〔

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 鰈 1解 |ツ

B

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.33/0.67 4.56 2.47/1.68

築造時期 新郭造築期 改修 基底部

修 理 文献資料 『小神野夜話』『旧高松御城全図』

発掘調査 他
査
の
調
そ

の

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

Ｃ

問詰石のスケ
わずかなハラミ
天端石の欠擬

備  考 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

・本石垣は桜ノ馬場東北部の西面内石垣である。
・高さは中央部で約2.6m、 全長は天端で約4.Omで ある。
・勾配は87度 と急である。

・石の積み方は花南岩の割石を用いた乱積である。両隅角とも割石を用いて積み上げられている。
・石材は方形で、規模はやや小ぶりのものが多い。天端はやや扁平の石材が積まれている。
・両隅角とも完成度の低い算木積である。
・転用石、刻印は見られない①

積
み
方
石
材
等

・間詰石のヌケが多く、中央部分ではハラミによる石垣の変形が見られる。

『小神野夜話』等の記録から、新郭造築期に築造されたと考えられる。

石
垣
の
変
遷

目地 の位置、状況 日 Ittの 面 狼側 石材 種 軽 若材 瀦 石 材魂棲 |
il驚 A!‐ 日1難の 率 /r事 由

左隅角近傍 か ら右隅角上

部 に下 る容形 の 目加

谷形 中側 絃 需 岩 方形 割石 詢,み 中側石材が小
式 n

吾J石谷 橋 谷形部の積み直しか

築造時のもの谷形 外側 花脇岩 方 形 害‖石 却1石布 繕

目
地
の
状
況
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史跡 城跡 石垣 査
石垣番号 5056 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 その他 石積 工法 乱積

方 位 南
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 算木にならない

右隅角 出
その他
特記

上部構造物 石材 花闘岩

転用石 征＾
刻  印 征

ヽ

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 ズ レ ″ヽラミ フ レ
け
離
欠
剥 陥没 崩落 間詰の

観 ケ

その他
焼損等 触嬢

破損
状態
影響の

程度
危険度

C

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

2.73

築造時期 松平初期・新郭造築期 改修 基底都

修 理 文献資料 『小神野夜話』

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

少々ズレ出し
間結石のスケ

備  考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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石垣項目別カルテ

位
置

・
規
模
等

本石垣は桜ノ馬場北部の上塁の裾石垣である。
高さは右端で約 1.2m、 全長は天端で約2.7mである。
勾配は83度 と急である。

積
み
方
石
材
等

石の積み方は花聞岩の割石を用いた乱積である。
地盤にすり付けである。
石材は方形で、規模は標準的なものが多い。
右隅角は算木積になっていない。
転用石、刻印は見られない。
目地は見られない。

右隅角は割石を用いて積み上げられている。左隅角は

破
損
状
況
・石材のズレが見られるが、積み方に起因するものと考えられる。

石
垣
の
変
遷

『高松城下図屏風』には描かれていないことから、少なくとも生駒期にはなかったと考えられる。
『小神野夜話』等の記録から、松平初期ないし新郭造築期に築造された可能性が高いと考えられる。

目
地
の
状
況
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城跡 石垣調査
石垣番号 5057 地 区 桜ノ馬場

石
垣
様
式

積み方 割石 石垣位置

石垣部位 内 石積工法 乱積

方 位 東
角
石
（算
木
）

左

角の形状

左隅角 すりつけ 右 割石

右隅角 出 柳綿
上部構造物 (古)太鼓門 石材 花南岩

転用石 笹
＾

刻  印 征
＾

破損状況
と
破損要因

良好 欠損 |ズ レ ハラミ |フ レ
け
離
欠
剥 陥没1崩落曜蒻?隆鍵 篭鯵争‖罐 1簗纂軍1危険度

良好 nl a3  1  b2  1  D

石垣規模

天端長 基底部長 左端高 中央高 右端高 左角勾配 左端勾配 中央勾配 右端勾配 右角勾配

3.34 2.32 -10

築造時期 生駒期 改修 基底部

修 理 文献資料

発掘調査 その他
の調査

その他
記述 1

他

２
の
述
そ
記

破損現状

Ａ

Ｂ

わずかにズレ出し
間詰石のヌケ

備  考 短い石垣のため中央高省略 調査年月日
平成16年 12月 9日
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